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上
ノ
国
町
で
は
、
昭
和
⓹⓺
年
に
本
格
的

な
栽
培
が
始
ま
り
、
平
成
２
年
に
は
出
荷

額
が
１
億
円
を
突
破
。

　
現
在
、道
内
で
は
２
位
の
生
産
を
誇
り
、

品
質
面
で
は
主
な
出
荷
先
で
あ
る
関
西
・

名
古
屋
・
東
京
方
面
の
市
場
関
係
者
か
ら

「
品
質
が
良
く
、
信
頼
で
き
る
」
と
高
い

評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
本
町
の
出
荷
額
１
位
で
あ
る
米

は
、
⓹㆕
戸
の
農
家
に
よ
り
２
４
６
㌶
で
約

２
億
円
に
対
し
、
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
は
平
成

㆓⓽
年
現
在
、
㆕㆒
戸
の
農
家
に
よ
り
㆒㆕
・
５

㌶
で
約
１
億
円
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り

少
な
い
面
積
で
高
収
益
を
得
ら
れ
る
作
物

で
も
あ
り
ま
す
。

上
ノ
国
町
と
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
の
歩
み

　
日
本
国
内
で
の
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
の
栽
培

は
、
九
州
や
四
国
、
紀
伊
半
島
な
ど
の
温

暖
な
地
域
で
は
、
㆒㆒
月
頃
に
種
ま
き
し
、

５
月
頃
か
ら
収
穫
さ
れ
ま
す
が
、
本
町
で

は
４
月
に
種
ま
き
し
、
冷
涼
な
気
候
を
生

か
し
て
６
月
か
ら
㆒₀
月
下
旬
頃
ま
で
収
穫

さ
れ
ま
す
。

　
酸
性
の
土
壌
を
嫌
い
、
一
度
作
付
け
し

た
ら
５
年
ほ
ど
連
作
を
避
け
る
必
要
が
あ

る
作
物
で
す
が
、
近
年
は
土
壌
消
毒
を
行

う
農
法
が
普
及
し
は
じ
め
、連
作
障
害（
同

じ
畑
に
作
付
け
す
る
こ
と
で
起
き
る
病
気

な
ど
の
弊
害
）
の
軽
減
に
一
役
か
っ
て
い

ま
す
。

サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
の
栽
培
に
つ
い
て

　
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
は
、
エ
ン
ド
ウ
豆
の
仲
間
で
、
成

熟
し
た
豆
を
食
用
と
す
る
も
の
を
エ
ン
ド
ウ
、
未
熟

な
サ
ヤ
を
食
用
と
す
る
場
合
を
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
と
呼

び
ま
す
（
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
の
仲
間
で
す
）。

　
こ
の
作
物
は
㆓⓹
℃
以
上
に
な
る
と
成
長
が
止
ま
る

た
め
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
気
温
が
高
い
地
域
で

の
生
育
が
難
し
く
な
り
、
需
要
が
増
す
こ
と
か
ら
、

本
町
の
冷
涼
な
気
候
を
活
か
そ
う
と
導
入
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
現
在
で
は
農
業
生
産
全
体
に
お
い
て

米
に
次
ぐ
作
物
と
な
り
、
北
海
道
で
も
１
位
２
位
を

誇
る
特
産
品
に
成
長
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
北
海
道
の
一
大
生
産
地
で
あ
り
、
今

年
生
産
開
始
か
ら
叅⓼
（
さ
や
）
周
年
を
迎
え
る
上
ノ

国
が
誇
る
特
産
品
『
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
』
を
ご
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

今
年
で
生
産
開
始
か
ら
３８
周
年

平成29年度　町内農産物出荷額
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サ
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出
荷
額
１
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円
の
上
ノ
国
産
農
作
物

　

北
海
道
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
産
地
で
も
あ
る

　上記グラフにもあるとおり、本町の出荷額は、平成２年
に初めて１億円を突破して、当時北海道で最大のサヤエン
ドウ生産地となりました。
　本町の農作物全体でも米に次いで２位ですが、作付農家
の減少の影響もあり、出荷額は徐々に下降していました。
　近年は土壌消毒農法などの影響が一因となって、出荷額
が上向いているとのことです。

出荷額推移の要因

昭和59年から平成29年までの出荷額の推移

0

3 千万

6千万

9千万

1億 2千万

1億 5千万

Ｓ
59
Ｓ
60
Ｓ
61
Ｓ
62
Ｓ
63
Ｈ
１
Ｈ
２
Ｈ
３
Ｈ
４
Ｈ
５
Ｈ
６
Ｈ
７
Ｈ
８
Ｈ
９
Ｈ
10
Ｈ
11
Ｈ
12
Ｈ
13
Ｈ
14
Ｈ
15
Ｈ
16
Ｈ
17
Ｈ
18
Ｈ
19

Ｈ
21
Ｈ
22
Ｈ
23
Ｈ
24
Ｈ
25
Ｈ
26
Ｈ
27
Ｈ
28
Ｈ
29

Ｈ
20

本町サヤエンドウの主な消費地は？

★

★
★★

　本町のサヤエンドウは、ほぼ全てが農協を通して全国各地の市場へ出荷されて
います。主な消費地は、サヤエンドウを添え物として使用する和風料理店や食文
化として根付いている地域で、関西、名古屋、九州、四国、東京、札幌などの市
場で取引されています。また、季節的に祇園祭など関西の祭事に必要とされ、そ
の際は市場価格が高くても買われるほどの人気とのことです。

地域に愛され、食文化として根付く作物に

上ノ国で38年目！これからの本町サヤエンドウとその展望
　これまで上ノ国産のサヤエンドウは、町外出荷が主だっ
たため、店頭であまり目にする機会もなく、主菜としての
需要も少ないことから、生産者以外には馴染みのない向き
もありました。
　しかし、北海道の中でも突出した生産量と、選別の過
程でどうしても発生してしまう食用自体には問題のないハ
ネモノ（傷などで見た目を損なったもの）や、サヤエンドウ
の持つ栄養素に着目し、昨年度から有効活用しようとする
動きが広まっています。

　昨年は町内の料理店などに呼び
掛け、サヤエンドウを使った料理
の試作が行われました。ゆくゆく
は、一般メニュー化も期待されて
います。

　２月19日、ジョイじょぐ
らで行われた『じょぐら祭』
において、サヤエンドウを使っ
た親子料理教室が開催され、
一般家庭でのサヤエンドウの
調理方法の普及などが試みら
れています。

将来的には料理店でのサヤエンドウメニューも

イベントで親子料理教室が開催

　昨年発行された『上ノ国絹さや活用料理集』（町
HPにて公開中）には、サヤエンドウを主役とした
料理が紹介され、お母さん方や地域の有志による試
食会の開催など、新たな試みも行われています。

新しい価値の創出を目的に、
サヤエンドウを使った料理開発！

ＪＡ新はこだて
厚沢部基幹支店

　上ノ国のサヤエンドウは、選別の精度や色合いなどの質に対する評価が高く、そ
の点では間違いなく北海道でナンバーワンです。
　九州などでも栽培は盛んですが、気温が上がる春から夏は、北海道など冷涼な地
域でしか収穫ができないため、そのなかでも質が高い上ノ国産が全国の市場から高
い評価を受けています。全国的にサヤエンドウの生産量が減少しているということ
もあり、市場からは作付面積や出荷を維持してほしいという強い要望もいただいて
います。

【栄養面の特徴】
・�遊離アミノ酸が野菜でトップ！
　※必要なタンパク質に変化するアミノ酸
・�カルシウムとリンが理想的なバランス！
・�カロチンがカボチャ並かつピーマンの２〜３倍！
さらに豆類で最多（ブルーベリーの10倍）！
・�ビタミンCが多い（イチゴ並）！　ほか多数

【予防効用等】
・�風邪、高血圧症、老化、胃腸疾患、シミ、　そばかす、
糖尿病の口渇等の予防
・�利尿作用　・粘膜強化　ほか

　これまでは地域での一般的な知名度は必ずしも高くなかった『サヤエンドウの産地・上ノ国』ですが、これから美味
しい食べ方など食文化として町民の皆さんに広く知ってもらい、地域に不可欠な作物になっていくことが期待されます。


